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論　　文　　の　　要　　旨
（五）黒鉱鉱床は。新第三紀中新世の西黒沢階から女川階の泥質岩1火山砕屑岩中に胚胎する層準規
　制型の多金属硫化物1硫酸塩鉱床である。黒鉱鉱床の成因を解明するにはヨ鉱床を形成している
　黒鉱鉱石の形成過程を明らかにする必要がある。黒鉱鉱石には累帯構造1礫状構造1縞状構造ヨ
　構成鉱物の配列様式の多様性が見出される。これらの一部は、物理的変形過程により形成された
　と従来から考えられている。しかし物理的変形以前の初生的鉱石の形成過程に関しては殆ど解明
　されていない。本論文においてはう黒鉱鉱石の形成過程。特に初生的鉱石の形成過程の解明を目
　的としてヨ餌釣1釈迦内第81釈迦内第11黒鉱鉱床の鉱石について組織1構造を詳細に記載しう
　これに対応してイオウ同位体比分析値を与えている。
（2）鉱石組織はヨ鉱物相互間の配列様式ラ鉱物の外形，内部構造により下記の三種類に分類される。
　すなわちう
　　　I。フランボイド状1ぶどう状組織
　　　n。同心円状1縞状コロフォーム組織
　　　皿。不規則共生組織
　である。黄鉄鉱はIヨIIヨIIIのすべての組織をとり得るが，斑銅鉱はII．IIIに隈られ黄銅鉱閑亜
　鉛鉱1方鉛鉱1四面銅鉱1重晶石は殆どI玉且のみを示す。各組織間の関係は一連の時問的変化系列
　I→II→玉I五であってラ鉱化作用の諸過程の順序と対応しているものとみなすことが出来る。鉱化
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　期は守主要鉱物の形成順序からヨFe鉱化期→Cむ一Fe鉱化期→Pb－Zn鉱化期に区分される。皿の
　組織を持つ閃亜鉛鉱は更に①細粒（＜O．1㎜），②粗粒（≧O．1㎜）。③縞状に分類されるがヨ丁般
　に黒鉱鉱石中では①である。②及び③の閃亜鉛鉱は①の閃亜鉛鉱鉱石中のd醐se　fim㎎として産出
　し。方鉛鉱ラ四面銅鉱雪重晶石を伴う。尚ラ②及び③の閃亜鉛鉱は黒鉱鉱石中にみいだされるブ
　ロック状チャート申にも上述の鉱物を伴ってdmse刷玉bgとして産出する。Pb－Zn期の閃亜鉛鉱
　の固定はラ細粒の閃亜鉛鉱の溶解国粗粒及び縞状閃亜鉛鉱の産出を伴う過程によるものと考えら
　れる。この時期は続成作用により生成されたチャート生成後にも及びことが示されている。
（3）㎜の組織の黄鉄鉱はδ34S。・。＝十3．7～7．9ソ。。であるのに対しIの黄鉄鉱はδ34S。・。＝一20ソ。。と顕
　著に軽いイオウ32Sを濃縮している。IIの黄鉄鉱はδ3垂S。。。＝十3．4～6．6ソ。。であって玉IIのものに類
　似しているがラ再結晶を受けているためラ初生的な同位体比は明らかでない。亙亙亙の黄銅鉱はδ34S。。。＝十
　4．9ソ。。ヨ十5．3ソ。。。唖の（閃亜鉛鉱十方鉛鉱）はδ34S。。。＝一0．3～十4．2．／。。でいずれも亙亙互の黄鉄鉱
　の同位体比に類似している。かつこの（閃亜鉛鉱　方鉛鉱）の同位体比は共存する皿の黄鉄鉱の
　それと相対応して変動しておりラ同位体交換平衡のパターンを示すと考えられる。Iの黄鉄鉱の
　δ34S値はヨ中新世の海中硫酸の値より約40％程度軽くラ嫌気的環境下で堆積物表層付近での硫酸
　塩還元バクテリアによる海水硫酸塩の低速度での還元に起因することを示唆している。黒鉱鉱床
　周辺の鉱脈及び岩石中の硫化物のδ34Sの値は，皿の組織の夫々硫化物のδ3在Sに類似している。尚ヨ
　火山岩ヨ火砕岩類のδ34Sは十0．5～十9．4ソ。。の値を示し，空問的に上位のものほど軽い32Sを濃縮す
　る傾向がある。一方，火山岩類は十6．0ソ。。前後の比較的一定の値を示す。
（4）Fe鉱化期は有機物質の沈澱にはじまり，その分解によりFe3＋はFe2＋に還元されヨバクテリアの
　海水硫酸塩の還元によりin並ia1ir㎝precip1tateの形成がある。これは球形のグレージャイトを経
　てフランボイダル黄鉄鉱（組織I）が形成される。Cu－Fe鉱化期は亙の組織からIIの組織をとる
　黄鉄鉱1斑銅鉱の引き続いた才一バーグロースに特徴づけられる。Pb－Zn期は組織I亙亙の時期に相
　当し既存の黄鉄鉱国斑銅鉱の粗粒化再結晶国黄銅鉱への相変化，及び閃亜鉛鉱画方鉛鉱画四面銅
　鉱による交代に特徴づけられる。
審　　査　　の　　要　　旨
　黒鉱鉱床成因論は多くはあるがヨ黒鉱鉱床の初生的鉱石の形成過程ヨその後の続成過程が解明さ
れないままのラ時には全く考慮されていない成因論であった。本論文ではヨ黒鉱鉱石の最小な組織1
構造及びイオウ同位体比測定により、初生的鉱石の形成過程等を明らかにし、黒鉱鉱床成因論の進
歩に貢献している。
　本論文においては，鉱床内での鉱石の帯状分布ラ続成変成作用については多くはふれていないがヲ
これらは今後の課題となるであろう。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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